
成　章　会　年　報（1）令和7年8月10日（日） （第 5 4 号 ）

日
頃
は
成
章
会
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
3
年
経
ち
全

国
各
地
の
成
章
会
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

を
活
か
し
て
活
動
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
人
生
を
振
り

返
っ
て
出
会
い
の
縁
に
つ
い
て
触
れ
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

人
生
に
は
長
短
あ
り
ま
す
が
、
一

生
の
内
に
出
会
う
数
に
つ
い
て
、
一
般

的
に
、

・
人
生
で
な
ん
ら
か
の
接
点
を
持
つ
人

は
、
約
３
０
、
０
０
０
人

・
学
校
や
仕
事
を
通
じ
て
近
い
関
係
に

な
る
人
は
、
約
３
、
０
０
０
人

・
親
し
い
会
話
が
で
き
る
人
は
、

　

約
３
０
０
人

・
友
達
と
呼
べ
る
人
は
、
約
30
人

・
親
友
或
い
は
師
と
呼
べ
る
人
は
、

　

３
人
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

多
い
と
感
じ
た
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
世
界
の
人
口
が
80
億
人

を
超
え
て
い
る
中
で
は
ご
く
僅
か
と
、

と
れ
る
と
思
い
ま
す
。
出
会
い
の
数
も

大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
こ
の
人

に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
、
こ
の
人
の
お

陰
で
今
の
自
分
が
あ
る
と
心
か
ら
思
え

る
人
に
何
人
出
会
え
る
か
」
が
人
生
の

醍
醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
言
う
私
も
70
歳
を
過
ぎ
、
こ

れ
ま
で
の
人
生
で
多
く
の
人
と
の
ご
縁

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
そ
し
て

成
章
会
を
含
む
地
域
活
動
を
通
じ
て
、

多
く
の
方
々
と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
仕
事
を
通
じ
て
人

生
・
経
営
の
師
や
友
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、
母
校
成
章
を
卒
業
し
て

55
年
が
経
ち
様
々
な
人
生
を
歩
み
な
が

ら
今
で
も
親
し
く
、
ま
た
家
族
ぐ
る
み

で
お
付
き
合
い
し
て
い
る
同
級
生
が
少

な
か
ら
ず
い
る
こ
と
に
感
謝
、
感
謝
で

す
。ま

た
、
直
接
の
出
会
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
書
物
を
通
じ
て
素
晴
ら
し

い
方
々
の
考
え
や
生
き
方
に
触
れ
た
こ

と
も
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

出
会
い
で
し
た
。

中
で
も
、
私
が
30
代
か
ら
愛
読
し

て
い
る
月
刊
『
致
知
』（
写
真
）
を
通

じ
て
、
多
く
の
偉
人
、
達
人
た
ち
の
言

葉
に
触
れ
、
中
に
は
直
接
お
会
い
す
る

機
会
も
得
て
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
特
に
心
に
残
っ
て

い
る
言
葉
を
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は
、
教
育
者
・
森
信
三
先
生

の
言
葉
で
す
。

「
人
間
は
一
生
の
う
ち
逢
う
べ
き
人
に

必
ず
会
え
る
。
し
か
も
、
一
瞬
早
す
ぎ

ず
、
一
瞬
遅
す
ぎ
な
い
と
き
に
。

し
か
し
、
う
ち
に
求
め
る
心
な
く

ば
、眼
前
に
そ
の
人
あ
り
と
い
え
ど
も
、

縁
は
生
じ
ず
。」

も
う
一
つ
は
、
柳
生
家
の
家
訓
と

し
て
知
ら
れ
る
言
葉
で
す
。

「
小
才
、
縁
に
出
逢
っ
て
縁
に
気
付
か

ず
。
中
才
、
縁
に
気
づ
い
て
縁
を
活
か

さ
ず
。
大
才
、
袖
触
れ
あ
う
縁
を
も
活

か
す
」

こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
、
人
と
の
出

会
い
の
大
切
さ
、
そ
し
て
感
謝
の
心
で

そ
の
縁
を
受
け
止
め
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
人
生
に
は
、
心
躍
る

出
会
い
も
あ
れ
ば
、
緊
張
す
る
出
会
い

や
、
気
が
進
ま
な
い
出
会
い
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ど
の
出
会
い
に
も
何
ら

か
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
、
最
近
と
く

に
実
感
し
て
い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
る
と
、
人
と
の
出
会

い
は
限
ら
れ
て
い
く
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
残
さ
れ
た
人
生

を
、
出
会
い
を
大
切
に
し
、
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
母
校
に
対
し
、
御
支
援
・
御
協
力
を

賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
の
校
長
に
就
任
し
て
五
年
目

を
迎
え
ま
す
。
成
章
会
の
皆
様
や
地
域

の
方
々
か
ら
温
か
い
御
支
援
、
御
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
、
職
員
、
生
徒
と
と
も
に
成
章
高

校
の
い
っ
そ
う
の
発
展
を
目
指
し
、
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
成
章
高
校
の
生
徒
で

あ
っ
た
当
時
を
振
り
返
り
、
思
い
出
さ

れ
る
こ
と
は
何
か
と
聞
か
れ
れ
ば
学
校

帰
り
に
友
達
と
一
緒
に
焼
き
そ
ば
屋
さ

ん
に
寄
っ
た
こ
と
だ
と
か
、
学
校
行
事

の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
蔵
王
マ
ラ
ソ
ン
、

修
学
旅
行
な
ど
を
あ
げ
る
と
思
い
ま

す
。
授
業
の
こ
と
は
あ
ま
り
思
い
出
し

ま
せ
ん
。
大
学
卒
業
後
、
教
員
に
な
り

一
番
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
は
授
業
で

し
た
。
教
師
と
し
て
授
業
の
大
切
さ
を

一
番
に
あ
げ
、
わ
か
り
や
す
い
授
業
・

工
夫
し
た
教
材
な
ど
授
業
の
準
備
に
ど

れ
ほ
ど
時
間
を
か
け
た
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、私
の
思
い
出
と
同
じ
く
、

私
の
教
え
た
生
徒
た
ち
も
授
業
の
こ
と

は
あ
ま
り
覚
え
て
な
い
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
き
っ
と
当
た
り
前
の

日
常
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
言

え
ば
授
業
な
ど
の
日
常
が
普
通
に
行
わ

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
印
象
に
残
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の

授
業
が
特
別
で
、
刺
激
が
強
す
ぎ
て
は

き
っ
と
身
が
持
た
な
い
で
し
ょ
う
。
恩

師
の
姿
や
楽
し
そ
う
に
話
す
雑
談
は
よ

く
覚
え
て
い
る
の
に
授
業
の
内
容
は
、

は
っ
き
り
思
い
出
さ
れ
な
い
の
は
私
の

授
業
へ
の
集
中
力
が
欠
け
て
い
た
か
ら

か
も
？
し
れ
ま
せ
ん
。
毎
日
の
授
業
を

普
通
に
受
け
ら
れ
、あ
る
程
度
理
解
し
、

卒
業
で
き
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
日
一
日
を
大

切
に
過
ご
そ
う
と
す
る
意
識
や
普
通
に

暮
ら
せ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は

大
人
に
な
る
に
つ
れ
高
ま
っ
て
く
る
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

も
う
一
つ
、
い
つ
も
感
じ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
だ
け

が
勝
手
に
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
成
章
高
校
の
卒
業
生
と
は
安

心
し
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
成
章
高
校
の
卒
業
生

と
ご
一
緒
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
同
じ
高
校
に
勤
め
る
教
員
同
士

で
あ
れ
ば
、
他
の
方
よ
り
人
と
人
の
間

に
あ
る
壁
が
薄
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

保
護
者
と
し
て
会
っ
た
と
き
も
、
親
し

み
を
感
じ
ま
す
。
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

に
な
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
な
ど
も
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。
成
章
高
校
の
卒
業
生

に
は
時
間
は
異
な
っ
て
も
同
じ
空
間
で

過
ご
し
、
同
じ
よ
う
な
思
い
や
経
験
を

持
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。
た
だ
の
私
の
願
望
で
贔
屓
目
に
見

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
今
年

十
一
月
に
、
成
章
高
校
の
高
三
十
六
回

生
の
還
暦
の
同
窓
会
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
に
会
え
る
こ
と
の
楽
し
み
と

少
し
で
も
元
気
な
姿
を
見
せ
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
高
校
卒
業
後
四

十
二
年
に
な
り
ま
す
が
、
皆
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
を
歩
ん
で
、
成
長
し
て
き
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
級
生
に
会
う

こ
と
が
、
第
二
の
人
生
に
向
け
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

り
、
何
か
を
つ
か
む
チ
ャ
ン
ス
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

ま
で
も
、
人
の
姿
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と

は
何
度
も
あ
り
ま
す
。
今
度
は
、
私
も

少
し
で
も
誰
か
の
励
み
に
な
る
よ
う
な

姿
を
見
せ
た
い
と
思
っ
て
、
楽
し
み
に

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
成
章
高
校
の
生
徒
も
皆
さ

ん
の
高
校
時
代
と
同
じ
く
、
純
朴
で
文

武
両
道
に
励
み
な
が
ら
、
成
長
し
て
い

ま
す
。
母
校
成
章
高
校
が
輝
き
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
精
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
御
指
導
・

御
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
す
。

（1）収入の部	 （単位：円）

科　　目 予算額 収入済額 差額増減額 備　　　　考

前 年 度 繰 越 金 643,167 643,167 0

入 会 金 895,000 885,000 ▲10,000 5,000円×177名

維 持 会 費 500,000 178,529 ▲321,471 現金16名80,000円+
振込16名98,529円

総 会 費 300,000 272,000 ▲28,000 総会懇親会会費＋
総会時お祝金

雑 収 入 6 150,122 150,116 預金利息122円、
豊川成章会より150,000円

合計 2,338,173 2,128,818 ▲209,355

（1）収入の部	 （単位：円）

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　　　　　　考

前 年 度 繰 越 金 381,852 643,167 ▲261,315

入 会 金 950,000 895,000 55,000 5,000円×190名

維 持 会 費 500,000 500,000 0

総 会 費 350,000 300,000 50,000 会費5,000円×70名

雑 収 入 122 6 116 普通預金利息

合計 2,181,974 2,338,173 ▲156,199

（2）支出の部	 （単位：円）

科　　目 予算額 支出済額 差引残額 備　　　　考

新入会員歓迎費 200,000 204,435 ▲4,435 卒業記念品代（卒業証書ファイル）

地 区 助 成 費 407,920 407,810 110 各50,000円＋振込手数料

総 会 費 300,000 309,909 ▲9,909 会場費、懇親会費、講演謝礼

会 議 費 50,000 9,360 40,640 5月理事会お茶代

通 信 交 通 費 500,000 265,062 234,938 郵送費、地区総会来賓交通費

印 刷 費 250,000 221,100 28,900 成章会年報第53号、「くすのき」印刷代

消 耗 品 費 100,000 0 100,000

慶 弔 費 250,000 123,410 126,590 ハンドタオル製作費、香料、生花、シール印刷

ホームページ管理費 55,880 55,880 0 サイト保守管理

雑 費 50,000 0 50,000

基 金 100,000 100,000 0 令和6年度積立金

名 簿 管 理 費 50,000 50,000 0 会員名簿データの維持管理費

予 備 費 24,373 0 24,373

合計 2,338,173 1,746,966 591,207

（2）支出の部	 （単位：円）

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　　　　　　考

新入会員歓迎費 220,000 200,000 20,000 卒業記念品代

地 区 助 成 費 305,940 407,920 ▲101,980 各地区成章会への助成金

総 会 費 350,000 300,000 50,000 会場費、懇親会費等

会 議 費 30,000 50,000 ▲20,000 理事会のお茶代等

通 信 交 通 費 400,000 500,000 ▲100,000 総会案内はがき、郵送費、地区総会への交通費

印 刷 費 250,000 250,000 0 成章会年報印刷代、「くすのき」印刷代

消 耗 品 費 100,000 100,000 0 名簿データＣＤ、封筒

慶 弔 費 250,000 250,000 0 卒業50周年ハンドタオル、香料

ホームページ管理費 55,880 55,880 0 サイト保守管理

雑 費 50,000 50,000 0

基 金 100,000 100,000 0 基金会計への積立金

名 簿 管 理 費 50,000 50,000 0 会員名簿データの維持管理費

予 備 費 20,154 24,373 ▲4,219

合計 2,181,974 2,338,173 ▲156,199

収入総額	 2,128,818円
支出済額	 1,746,966円
残　　額	 381,852円	（翌年度へ繰越）

収入予算額	 2,181,974円
支出予算額	 2,181,974円
残　　　額	 0円

令和6年度成章会　一般会計決算書
（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

令和7年度成章会　一般会計予算書（案）
（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

卒業記念品代（卒業生R6年度177名→R7年度190名）
各地区成章会への助成金（振込手数料990円）6地区
会場費、懇親会費等
理事会のお茶代等
総会案内はがき、郵送費、地区総会への交通費
成章会年報印刷代、「くすのき」印刷代
宛名シール、名簿データＣＤ、封筒
卒業50周年ﾊﾝﾄﾞﾀｵﾙ、香料
サイト保守管理

基金会計への積立金
会員名簿データの維持管理費

愛知県立成章高等学校
成章会事務局

〒441-3421
愛知県田原市田原町池ノ原1
TEL（0531）22-0141
FAX（0531）22-6466
印刷所㈲大陽社印刷所

第54号

同
窓
生
へ
の
思
い

校　
　

長　
　

青　

山　

昌　

俊

出
会
い
の
縁
に
感
謝
し
て

成
章
会
会
長　
　

石　

黒　
　
　

功

第75回成章会総会日程
日　時　令和7年8月10日（日）10：30 〜 13：30
会　場　崋山会館
次　第

Ⅰ部　定時総会　10：30 〜 11：20
　1　開会のことば
　2　黙　祷
　3　会長挨拶
　4　校長挨拶
　5　来賓挨拶・紹介
　6　議長選出

　議　　事
第1号議案	 令和6年度成章会事業報告
第2号議案	 令和6年度成章会一般会計決算報告
第3号議案	 令和6年度成章会特別会計決算報告
第4号議案	 令和6年度国際交流基金会計決算報告
	 監査報告
第5号議案	 役員の選任について
第6号議案	 令和7年度成章会事業計画案
第7号議案	 令和7年度成章会一般会計予算案

	 7	 報告事項
	 8	 お祝い・記念品贈呈
		  卒業50周年のお祝い・・・高27回
	 9	 新理事の紹介・挨拶
	 10	 閉会のことば

Ⅱ部　記念講演　11：30〜12：00
　　　「自然災害被害者ゼロを目指すための第１歩」
　　　　講師　冨田　典幸　氏（高47回）

Ⅲ部　懇親会　12：10〜13：30
　1　開会のことば
　2　会長挨拶
　3　乾　杯
　4　懇親会
　5　万歳三唱
　6　閉会のことば

月刊『致知』2025年8月号
（致知出版社刊)より転載



成　章　会　年　報（第 5 4 号 ） 令和7年8月10日（日）（2）

1　

理
事
会	

6
・
5
・
11

	
令
和
5
年
度
事
業
お
よ
び
会
計

報
告

	

令
和
6
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

会
計
予
算
案
・
総
会
日
程

2　

総
会
運
営
担
当
年
次
打
合
せ
会

		


6
・
5
・
11

3　

総
会	

6
・
8
・
11

	

記
念
講
演　

中
田　

結
美　

氏
		



（
高
46
回
）

	

「
マ
マ
た
ち
が
“
つ
な
が
り
”

未
来
を
変
え
る
〜
マ
マ
っ
て

HAPPY!

を
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
か
ら
〜
」

4　

地
区
成
章
会

	

名
古
屋
成
章
会	

6
・
5
・
19

	

関
東
成
章
会	

6
・
6
・
9

	

岐
阜
成
章
会	

6
・
6
・
29

	

遠
江
成
章
会	

6
・
10
・
13

	

三
重
成
章
会	

6
・
10
・
20

	

豊
川
成
章
会	

6
・
10
・
27

	

豊
橋
成
章
会	

6
・
11
・
2

	

関
西
成
章
会	

6
・
11
・
4

5　

新
入
会
員
受
入
式	

7
・
2
・
28

1　

理
事
会	

7
・
5
・
10

	

令
和
6
年
度
事
業
お
よ
び
会
計

報
告

	

令
和
7
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

会
計
予
算
案
・
総
会
日
程

2　

総
会
運
営
担
当
年
次
打
合
せ
会

		


7
・
5
・
10

3　

総
会	

7
・
8
・
10

	

記
念
講
演　

冨
田　

典
幸　

氏

		


（
高
47
回
）

	

「
自
然
災
害
被
害
者
ゼ
ロ
を

	

目
指
す
た
め
の
第
１
歩
」

4　

地
区
成
章
会

	

名
古
屋
成
章
会	

7
・
5
・
18

	

関
東
成
章
会	

7
・
6
・
14

	

岐
阜
成
章
会	

7
・
6
・
28

	

三
重
成
章
会	

7
・
10
・
18

	

豊
橋
成
章
会	

7
・
11
・
8

	

関
西
成
章
会	

7
・
11
・
23

5　

新
入
会
員
受
入
式	

8
・
2
・
27

（
任
期　

令
和
7
年
8
月
〜
令
和
9
年
8
月
）

会　

長	

石
黒　
　

功　

高
23
回

副
会
長	

河
合　

利
則　

高
24
回

	

藤
井　

正
剛　

高
25
回

	

渡
邊　

澄
子　

高
26
回

	

今
泉　

隆
一　

高
27
回

	

小
川　

金
一　

高
27
回

	

鈴
木　

雅
也　

高
28
回

監　

事	

眞
木　

正
五　

高
21
回

	

寺
田
ゆ
う
子　

高
24
回

	

髙
崎　

雄
三　

高
31
回

幹　

事	
鈴
木　

通
之　

高
29
回

会　

計	
市
川
三
枝
子
（
事
務
長
）

	

岡
田　

展
知

		


（
教
諭
・
高
51
回
）

顧　

問	

青
山　

昌
俊

		


（
校
長
・
高
36
回
）

	

松
井　
　

昭　

高
16
回

	

山
下　

政
良　

高
19
回

理　

事	

平
松　

厚
子　

高
23
回

		


（
関
東
成
章
会
）

	

山
田　

典
男　

高
27
回

		


（
遠
江
成
章
会
）

	

渡
会　

隆
行　

高
43
回

		


（
豊
橋
成
章
会
）

	

鈴
木　

靖
之　

高
23
回

		


（
名
古
屋
成
章
会
）

	

中
神　
　

定　

高
19
回

		


（
岐
阜
成
章
会
）

	

神
谷　

卓
芳　

高
15
回

		


（
三
重
成
章
会
）

	

中
村　

光
彦　

高
11
回

		


（
関
西
成
章
会
）

	

夏
目　
　

勝　

中
30
回

	

林　
　

俊
夫　

併
２
回

	

鈴
木　

登
美　

高
女

	

鵜
飼　

光
夫　

高
１
回

	

渥
美　

昌
夫　

高
２
回

	

伊
藤　

又
次　

高
４
回

	

立
岩　

清
見　

高
６
回

	

鈴
木　

冨
也　

高
７
回

	

仲
井　

丈
二　

高
８
回

	

広
中　

恒
男　

高
９
回

	

鈴
木
眞
一
郎　

高
10
回

	

横
田　

克
彦　

高
12
回

	

辻　
　

義
郎　

高
13
回

	

岩
瀬　
　

洋　

高
14
回

	

鈴
木　

康
夫　

高
15
回

	

花
井　

勝
朗　

高
16
回

	

大
久
保
文
夫　

高
18
回

	

富
田　

哲
秀　

高
19
回

	

伊
藤　

朝
一　

高
20
回

	

杉
浦　
　

拡　

高
21
回

	

河
合　

康
彦　

高
22
回

	

岡
田　

惣
二　

高
23
回

	

山
田　
　

眞　

高
24
回

	

鈴
木　

政
義　

高
25
回

	

山
下　

芳
宏　

高
26
回

	

今
泉　

隆
一　

高
27
回

	

高
崎　

康
彦　

高
28
回

	

奥
田　

哲
男　

高
29
回

	

上
藤　

敦
史　

高
30
回

	

廣
中　

清
介　

高
31
回

	

河
合　

弘
幸　

高
32
回

	

大
場　

幸
司　

高
33
回

	

斉
藤　

俊
久　

高
34
回

	

彦
坂
登
一
朗　

高
35
回

	

石
原　

恭
次　

高
36
回

	

大
武　

茂
男　

高
37
回

	

鈴
木　

慎
吾　

高
38
回

	

鈴
木　

義
正　

高
39
回

	

山
上　

勝
由　

高
40
回

	

河
合　

洋
文　

高
41
回

	

林　

樹
一
郎　

高
42
回

	
井
本　

教
貴　

高
43
回

	
仲
谷　

謙
一　

高
44
回

	
和
田　

聖
二　

高
45
回

	

木
下　

秀
人　

高
46
回

	

大
村　

高
久　

高
47
回

	

藤
井　

悦
司　

高
48
回

	

佐
久
間
崇
裕　

高
49
回

	

河
合
隆
一
郎　

高
50
回

	

河
合　

真
樹　

高
51
回

	

樅
山　

義
則　

高
52
回

	

藤
江　

信
彰　

高
53
回

	

渥
美　

孝
晃　

高
54
回

	

藤
城　
　

豊　

高
55
回

	

今
泉　

太
嗣　

高
56
回

	

大
村　

剛
史　

高
57
回

	

大
河　

雅
実　

高
58
回

	

河
合　
　

歩　

高
59
回

	

鈴
木　

雄
大　

高
60
回

	

岩
澤　

優
作　

高
61
回

	

吉
田　

光
司　

高
62
回

	

林　

健
太
郎　

高
63
回

	

寺
田　

崚
佑　

高
64
回

	

佐
々
木
悠
介　

高
65
回

	

奥
村　

祐
也　

高
66
回

	

鵜
飼　

樹
人　

高
67
回

	

神
谷　

勝
久　

高
68
回

	

松
井　

貴
滉　

高
69
回

	

土
井　

雅
也　

高
70
回

	

稲
垣　
　

柊　

高
71
回

	

土
井　

文
胤　

高
72
回

	

杉
浦　

大
地　

高
73
回

	

岡
本　

幸
樹　

高
74
回

	

牧
野　

快
翔　

高
75
回

	

三
原　

啓
暉　

高
76
回

	

高
橋　

太
尊　

高
77
回

学
年
代
表
理
事　

高
橋　

太
尊

1
組　

秋
本　

陽
太　
　

高
橋　

柚
那

2
組　

太
田　

真
洋　
　

山
本　

真
衣

3
組　

西
村　

和
樹　
　

森
下　

小
夏

4
組　

鈴
木　

竜
太　
　

三
輪　

心
菜

5
組　

高
橋　

太
尊　
　

林　
　

愛
香

6
組　

河
合　

南
菜　
　

渡
邊　

陽
向

石
田
裕
太
郎（
教
諭
）	

成
章（
再
任
）

林　
　

哲
志（
教
諭
）	

成
章（
再
任
）

大
木　

碧
人（
教
諭
）	

豊
丘

加
藤　

了
也（
教
諭
）	

武
豊

中
村　

友
彦（
教
諭
）	

市
立
豊
橋

松
岡　

結
花（
教
諭
）	

一
宮

滝
澤　

成
人（
再
任
用
）	

御
津
あ
お
ば

永
田
祐
一
郎（
再
任
用
）	

退
職

河
合　

康
則（
再
任
用
）	

豊
橋
工
科

坂
神　

弘
和（
再
任
用
）	

豊
橋
商
業

増
山　

利
奈（
任
期
付
）	

退
職

鈴
木　

愛
優（
主
事
）	

東
尾
張
県
税

富
田　

妙
子（
再
任
用
）	

退
職

三
宅　

泰
久（
教
諭
）	

時
習
館

浜
本　
　

和（
教
諭
）	

初
任

渡
辺　

卓
也（
教
諭
）	
半
田
商
業

堀
内　

美
咲（
教
諭
）　

初
任

上
田　

春
奈（
教
諭
）	
初
任

林　
　

友
美（
教
諭
）	

豊
橋
商
業

石
田
裕
太
郎（
再
任
用
）	

成
章

林　
　

哲
志（
再
任
用
）	

成
章

松
井　

洋
文（
再
任
用
）	

豊
橋
東

岡
田　
　

健（
臨
時
的
）	

豊
橋
技
科
大

松
原
く
る
み（
主
事
）	

初
任

森
下　

和
彦（
再
任
用
）	

福
江

令
和
6
年
度
事
業
報
告

令
和
7
年
度
事
業
計
画

（
案
）

成
章
会
役
員（
案
）

第
77
回
卒
ク
ラ
ス
理
事

本
年
度
転
出
の
先
生
方

本
年
度
転
入
の
先
生
方

収入の部 （単位：円）

科　　目 収入済額 摘　　　　用

繰 越 金 8,837,745

寄 付 金 0

雑 収 入 0

合　　計 8,837,745

支出の部 （単位：円）

科　　目 支出済額 摘　　　　用

留学生受入補助 0

留学生交通費等 0

短期派遣補助 0

合　　計 0

令和6年度　国際交流基金決算書
（令和6年4月1日〜令和7年3月31日）

収入総額	 8,837,745円
支出済額	 0円
残　　高	 8,837,745円
	 （翌年度へ繰越）	

成
章
会
維
持
会
費

納
入
者
一
覧
（
敬
称
略
）

河
合　

三
千
男	

高
26
回

小
澤　

弘
子	

高
26
回

柴
田　

登	

高
26
回

田
中　

宏
和	

高
26
回

鈴
木　

雅
也	

高
28
回

井
本　

万
正	

高
29
回

榊
原　

す
み
子	

高
36
回

花
田　

満	

高
36
回

林　

成
年	

高
36
回

牧
野　

一
郎	

高
36
回

渡
辺　

里
枝	

高
36
回

井
本　

真
紀
子	

高
45
回

家
田　

克
依	

高
46
回

伊
藤　

映
予	

高
46
回

牛
田　

裕
章	

高
46
回

太
田　

裕
子	

高
46
回

大
羽　

美
華	

高
46
回

河
合　

康
徳	

高
46
回

川
口　

敏
子	

高
46
回

黒
田　

直
子	

高
46
回

河
邉　

志
津
恵	

高
46
回

白
谷　

元
弘	

高
46
回

杉
浦　

俊
一	

高
46
回

武
内　

聖
子	

高
46
回

竹
内　

理
恵	

高
46
回

中
村　

俊
介	

高
46
回

藤
村　

美
奈	

高
46
回

古
川　

和
年	

高
46
回

森
山　

敦
子	

高
46
回

山
口　

真
紀	

高
46
回

山
田　

佳
代	

高
46
回

原　
　

悠
華	

高
76
回

	 （単位：円）

会　　計　　名 収入済額 支出済額 差引残額

基 金 会 計 7,460,126 0 7,460,126

成 章 後 援 会 計 6,321,163 272,380 6,048,783

令和6年度成章会　特別会計決算書
（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

〈内訳〉	 （単位：円）

会　計　名 収入の部 支出の部

基 金 会 計 前年度繰越
令和6年度積立金
預金利息

7,356,928
100,000
3,198

合計 7,460,126 合計 0

成章後援会計 前年度繰越	
卒業５０周年寄付（高２６回生）
預金利息
寄付金（高23回3年4組）
寄付金（高25回古希の会）

5,468,703
800,000
3,120
14,340
35,000

陸上部東海大会出場祝金
弓道部全国大会出場祝金
弓道部東海大会出場祝金
オオタザクラ管理費	

10,000
50,000
30,000
182,380

合計 6,321,163 合計 272,380

主
な
物
故
者

成
章
会
顧
問
（
中
27
Ａ
）

　

白
井　

文
吾　

様

元
豊
橋
成
章
会
会
長
（
中
27
Ｂ
）

　

八
木　

龒
文　

様

元
岐
阜
成
章
会
会
長
（
高
11
回
）

　

石
川　

忠
男　

様

元
名
古
屋
成
章
会
副
会
長
（
高
16
回
）

　

中
川　

参
郷　

様

名
古
屋
成
章
会
副
会
長
（
高
18
回
）

　

嶋
津　

卓
朗　

様

謹
ん
で
御
冥
福
を

　

お
祈
り
い
た
し
ま
す



成　章　会　年　報（3）令和7年8月10日（日） （第 5 4 号 ）

厳
し
い
暑
さ
か
ら
、
や
っ
と
解
放

さ
れ
た
10
月
13
日
（
日
）
に
遠
江
成
章

会
の
総
会
・
懇
親
会
を
浜
松
駅
北
側
に

あ
る
日
本
料
理
店
「
紅
雀
」
に
て
開
催

致
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
石
黒
成
章
会
会
長
と
青

山
校
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
石
黒
会
長
よ
り
田
原
市
の

現
状
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
市
の
抱

え
る
大
き
な
課
題
と
し
て
出
生
数
の
減

少
が
あ
る
こ
と
、
市
の
行
事
と
し
て
お

祭
り
と
花
火
大
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

た
こ
と
、
市
の
物
産
を
自
信
を
持
っ
て

お
勧
め
し
た
い
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
し
て
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

青
山
校
長
か
ら
は
、
田
原
市
に
あ

る
3
校
の
高
校
の
現
状
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
、
人
口
減
少
に
伴
い
学
級
数
も

減
少
し
、
約
60
年
前
の
我
々
の
時
代
と

は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

生
徒
達
は
進
学
・
就
職
で
、
よ
く
頑
張

り
活
躍
し
て
い
る
こ
と
、
成
章
健
児
健

在
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、

遠
江
成
章
会
の
佐
藤
伸
二
相
談
役
に
よ

る
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。「
紅
雀
」
の
お
い
し
い
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
談
笑
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
中
国
出
身

で
浜
松
市
在
住
の
顧
寿
智（
コ
ジ
ュ
チ
）

さ
ん
と
宋
万
青
（
ソ
ウ
マ
ン
セ
イ
）
さ

ん
夫
妻
に
よ
る
二
胡
の
演
奏
で
「
も
み

じ
（
紅
葉
）」
な
ど
日
本
と
中
国
の
3

曲
が
演
奏
さ
れ
、
独
特
の
音
色
と
雰
囲

気
の
音
楽
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行

わ
れ
、
見
事
、
青
山
校
長
が
優
勝
し
勝

負
強
さ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
成
章
高
校
校
歌
及
び
応
援

歌
を
参
加
者
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
関

西
成
章
会
会
長
の
中
村
光
彦
さ
ん
は
、

歌
詞
も
見
ず
に
朗
々
と
応
援
歌
を
歌
い

上
げ
、
皆
さ
ん
の
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま

し
た
。

最
後
に
、
全
員
で
写
真
撮
影
を
行

い
閉
会
し
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
有
意
義
な

時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
本
日
参
加

の
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

	

中
村
三
成
（
高
20
回
）

令
和
六
年
度
第
十
三
回
三
重
成
章

会
総
会
は
、
十
月
二
十
日
（
日
）
桑
名

市
の
山
林
王
と
呼
ば
れ
た
実
業
家
二
代

諸
戸
清
六
旧
邸
（
六
華
苑
）
に
隣
接
す

る
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ａ（
ロ
ッ
カ
）

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は

本
部
よ
り
成
章
会
会
長
石
黒
功
様
、
同

副
会
長
渡
邊
澄
子
様
、
成
章
高
校
校
長

青
山
昌
俊
先
生
、
豊
橋
成
章
会
会
長
、

関
西
成
章
会
会
長
（
代
理
）
は
じ
め
、

各
地
区
会
員
様
、
当
番
県
の
会
員
合
わ

せ
て
二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
逝
去
さ
れ
た
同
窓
生

の
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
る
こ
と
に
始
ま

り
ご
臨
席
の
本
部
の
皆
様
か
ら
田
原
市

の
近
況
、
高
校
の
現
状
等
の
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。
成
章
高
校
は
、
生
徒
数
こ

そ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
生
徒
の
皆

さ
ん
は
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
様
子

で
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
田
原
市
の

ふ
る
里
納
税
も
好
調
と
の
こ
と
で
す
。

桑
名
は
蛤
が
有
名
で
す
が
、
田
原
も
最

近
は
不
漁
の
あ
さ
り
に
代
わ
っ
て
、
赤

羽
根
で
蛤
が
豊
漁
と
の
こ
と
で
驚
き
ま

し
た
。

総
会
は
校
歌
斉
唱
で
終
わ
り
、
写

真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
秋
晴

れ
の
た
め
外
庭
に
出
て
六
華
苑
を
背
景

に
撮
影
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
正

午
に
懇
親
会
は
水
谷
令
子
（
高
9
）
の

乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
彼
女

の
手
作
り
ジ
ャ
ム
が
手
み
や
げ
と
な
り

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー

ス
を
楽
し
み
な
が
ら
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

和
気
あ
い
あ
い
と
話
が
弾
み
ま
し
た
。

午
後
二
時
頃
よ
り
、
二
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
桑
名
歴
史
案
内
人
の
方
に
導

遠
江
成
章
会

会
長
　
山
田
典
男
（
高
27
回
）

三
重
成
章
会

会
長
　
神
谷
卓
芳
（
高
15
回
）

令和６年度卒業生 大学・短大・専修各種学校合格者数および就職先一覧
[1]合格者総計

学　　校　　別 現役
国立大学 15
公立大学 13

国公立小計 28

私立大（東日本） 23
私立大（中部） 190
私立大（西日本） 45

私立小計 258

国公立短大 1
私立短大 9
大学校・専修各種学校 39

短大・専修各種小計 49

合　　　　　計 335

【2】学校別
（1）国立大学

学　　校　　別 現役
山形 1

新潟 1

長岡技術科学 1

山梨 1

信州 1

静岡 1

豊橋技術科学 1

愛知教育 4

名古屋 3
京都工芸繊維 1

合　　　　　計 15

（2）公立大学
学　　校　　別 現役

高崎経済 1

神奈川県立保健福祉 1

公立諏訪東京理科 1

公立小松 1

福井県立 1

静岡県立 1

静岡文化芸術 1

愛知県立 1

名古屋市立 2

滋賀県立 1

大阪公立 1
尾道市立 1

合　　　　　計 13

（３）私立大学
①東日本

学　　校　　別 現役
フェリス女学院 1

亜細亜 2

芝浦工業 1

千葉工業 2

東海 3

東京女子 1

東京通信 1

東京電機 2

東京理科 1

東洋 2

武蔵野 3

法政 2

北里 1
立教 1

合　　　　　計 23

②中部
学　　校　　別 現役

愛知 20

愛知医科 1

愛知学院 10

愛知学泉 4

愛知工科 5

愛知工業 18

愛知産業 2

愛知淑徳 11

愛知東邦 1

岐阜協立 1

岐阜聖徳学園 3

金城学院 2

桜花学園 1

至学館 6

常葉 8

人間環境 7

椙山女学園 3

聖隷クリストファー 1

静岡理工科 1

大同 9

中京 16

中部 13

東海学園 1

藤田医科 2

南山 6

日本赤十字豊田 2

日本福祉 4

名古屋葵 1

名古屋外国語 5

名古屋学院 10

名古屋芸術 1

名城 10
鈴鹿医療科学 5

合　　　　　計 190

③西日本
学　　校　　別 現役

環太平洋 2

関西外国語 4

関西学院 2

京都外国語 1

京都橘 2

京都産業 2

京都精華 2

近畿 1

大阪工業 2

大阪産業 6

大阪電気通信 1

追手門学院 1

同志社女子 1

奈良 1

立命館 13
龍谷 4

合　　　　　計 45

（４）国公立短大
学　　校　　別 現役

静岡県立農林環境専門職大学短期大学部 1

合　　　　　計 1

（５）私立短期大学
学　　校　　別 現役

愛知大短大部 4

岡崎女子短期大学 2

大妻女子短期大学 1
豊橋創造短期大学 2

合　　　　　計 9

（６）大学校・専修各種学校
学　　校　　別 現役

HAL名古屋 2

トライデントコンピュータ 1

ヒューマンアカデミー名古屋校 1

愛知県立農業大学校 1

厚生看護 1

国際医学技術 1

山野美容 1

名古屋ビジネス・アカデミー 1

大原簿記情報医療 1

中日美容 2

中部コンピュータ･パティシエ 1

辻調理師 1

東海医療科学 1

東海工業 1

東三河看護 1

豊橋歯科衛生士 3

豊橋調理製菓 4

名古屋ECO動物海洋 1

名古屋こども 1

名古屋スイーツ＆カフェ 2

名古屋ビューティーアート 1

名古屋ファッション 1

名古屋モード学園 1

名古屋ユマニテク調理製菓 1

名古屋リゾート＆スポーツ 1

名古屋医専 2

名古屋工学院 1
名古屋美容 3

合　　　　　計 39

【3】就職先一覧
事　業　所　名 普通 総ビ 生文

アイシン㈱ 1 1

愛知県厚生農業協同組合連合会渥美病院 1

愛知みなみ農業協同組合 2

株式会社ウィズ 1

株式会社enutic 1

株式会社さぶろ平 1

社会福祉法人福寿園 1 1

スバル東愛知販売㈱ 1

㈱デンソー 1

東京製鐵㈱ 1

東洋製罐株式会社 1

トヨタ自動車㈱ 2

日本郵便株式会社 1
合 　　　   計 0 10 7

地
区
成
章
会
だ
よ
り
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か
れ
て
、六
華
苑
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

六
華
苑
は
大
正
二
年
に
竣
工
し
た
洋

館
部
分
と
和
館
部
分
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
洋
館
部
分
は
鹿
鳴
館
等
を
設
計
し

た
「
日
本
近
代
建
築
の
父
」
と
呼
ば
れ

た
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
が
手
が
け

た
地
方
に
残
る
唯
一
の
作
品
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
洋
館
内
で
は
当
時

イ
ギ
リ
ス
よ
り
取
り
寄
せ
た
建
材
や
、

マ
ホ
ガ
ニ
ー
の
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
等
が

各
部
屋
に
使
用
さ
れ
て
い
て
目
を
引
か

れ
ま
し
た
。
和
館
で
は
縄
文
杉
や
松
の

一
枚
板
等
、
貴
重
な
建
材
が
使
わ
れ
家

主
の
財
力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
庭
は

「
池
泉
回
遊
式
」
日
本
庭
園
で
、
な
だ

ら
か
な
昇
り
坂
、
下
り
坂
や
、
池
の
中

の
石
を
渡
っ
た
り
し
て
巡
り
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
で
、
三
重
県

に
住
む
者
で
も
余
り
知
ら
な
か
っ
た
郷

土
の
建
造
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
県
外
か
ら

来
て
頂
い
た
方
々
に
も
好
評
だ
っ
た
よ

う
で
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
近
く
に

は
東
海
道
五
十
三
次
の
中
で
唯
一
の
海

路
で
あ
る
熱
田
（
宮
）
か
ら
桑
名
の
船

着
場
で
あ
る
「
七
里
の
渡
し
」
も
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
こ
ち
ら
に
も
足
を
運

ん
で
い
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

清
水
典
子
（
高
16
回
）

令
和
六
年
度
豊
川
成
章
会
の
総
会

及
び
懇
親
会
を
十
月
二
十
七
日
（
日
）

に
豊
川
駅
近
く
の
「
サ
ー
ラ
プ
ラ
ザ
豊

川
」
に
て
、
本
部
の
石
黒
功
成
章
会
会

長
、
青
山
昌
俊
校
長
先
生
を
は
じ
め
近

隣
地
区
成
章
会
会
長
の
方
々
に
ご
来
賓

い
た
だ
き
開
催
致
し
ま
し
た
。

豊
川
成
章
会
の
総
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
し
ば
ら
く
開
催
で
き
ず

令
和
五
年
度
は
規
模
を
縮
小
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
度
も
継
続
し
て
小
規

模
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
渡
辺
剛
敏
豊
川
成
章
会

幹
事
長
の
進
行
の
も
と
、
ご
来
賓
の
皆

様
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、

本
年
度
の
豊
川
成
章
会
の
活
動
と
会
計

内
容
を
報
告
致
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
挨
拶
で
は
校
長
先
生
か
ら

成
章
高
校
の
近
況
を
、
本
部
成
章
会
会

長
か
ら
は
田
原
市
や
豊
橋
市
の
活
性
化

の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と

す
る
応
援
活
動
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
河
合
勝
男
豊
橋
成
章
会

会
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。

杉
原
茂
行
豊
川
成
章
会
会
長
が
撮

影
し
た
、
渥
美
半
島
の
風
景
や
成
章
高

校
の
部
活
動
の
様
子
、
過
去
の
豊
川
成

章
会
な
ど
の
写
真
が
校
歌
や
応
援
歌
と

と
も
に
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
流
れ
る
中

で
の
歓
談
タ
イ
ム
が
メ
イ
ン
で
す
。

三
卓
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
る
中
、

テ
ー
ブ
ル
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
ど
の

テ
ー
ブ
ル
も
近
況
や
ふ
る
さ
と
の
話
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

歓
談
タ
イ
ム
を
中
断

し
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
も
行
い
ま
し
た
。
勝

者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

豊
川
成
章
会
会
長
撮
影

の
大
判
写
真
の
三
枚
セ

ッ
ト
を
二
種
類
用
意
し

ま
し
た
。『
紅
葉
』と『
春

の
花
』
の
二
種
類
で
一

回
目
の
勝
者
は
ご
希
望

の
セ
ッ
ト
を
、
二
回
目

の
勝
者
に
は
他
方
の
セ

ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

再
び
の
歓
談
タ
イ
ム

の
後
、
成
章
高
校
校
歌

斉
唱
、
そ
し
て
閉
会
の

辞
で
散
会
と
な
り
ま
す

が
、
最
後
に
豊
川
会
員

の
鈴
木
廣
明
さ
ん
（
高

17
回
） 

か
ら
の
「
趣
味

を
大
切
に
す
る
こ
と
で

今
後
の
生
活
を
よ
り
楽
し
い
も
の
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
後
、
豊
川
成
章
会
が
用
意
し
た
お
土

産
と
一
緒
に
、
鈴
木
さ
ん
の
趣
味
の
陶

芸
作
品
も
全
員
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。河

合
直
利
（
高
35
回
）

令
和
6
年
度
の
豊
橋
成
章
会
総
会
・

懇
親
会
を
、
11
月
2
日
（
土
）
に
市
内

の
高
千
穂
会
館
に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
ご
来
賓
と
し
て
石
黒
功
成
章
会
会

長
・
成
章
高
校
の
青
山
昌
俊
校
長
先
生

を
は
じ
め
、
各
地
区
成
章
会
会
長
の

方
々
、
そ
し
て
多
数
の
同
窓
生
の
方
々

に
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。総
会
で
は
、

令
和
5
年
度
の
決
算
報
告
、
令
和
6
年

度
の
活
動
報
告
、
そ
し
て
役
員
改
選
と

し
て
渡
会
隆
行
さ
ん
（
高
43
回
）
が
新

会
長
に
な
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
懇
親
会
で
は
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
、
豊
橋
市
医
師
会
会
長
で
脳

神
経
外
科
医
の
福
井
一
裕
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
「
血
管
年
齢
と
脳
卒
中
予

防　

認
知
症
の
予
防
」
と
題
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
の
生
活
で

気
を
つ
け
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

乾
杯
後
は
、
久
し
ぶ
り
の
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
の
再
会
で
、
懐
か
し
い
先
生

の
話
や
部
活
動
の
話
な
ど
の
思
い
出
話

に
盛
り
上
が
り
、
時
間
を
忘
れ
て
語
り

合
う
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

会
の
最
後
に
は
校
歌
と
応
援
歌
を

斉
唱
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
大
声
で

校
歌
を
歌
う
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
活
気
が
、
来
年
度
以

降
も
続
い
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

鈴
木
孝
昌
（
高
36
回
）

令
和
六
年
度
の
関
西
成
章
会
総
会

を
、
11
月
4
日
に
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ

尼
崎
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご
来

賓
と
し
て
石
黒
成
章
会
会
長
・
青
山
成

章
高
校
校
長
は
じ
め
各
地
区
成
章
会
会

長
の
方
々
の
ご
出
席
も
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
総
勢
47
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
二
年
に
一
度
の
役
員
改
選
年

に
あ
た
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
今
ま
で

の
役
員
の
方
々
の
高
齢
化
・
体
調
不
良

か
ら
役
職
変
更
し
た
り
、
一
部
の
人
が

役
職
復
帰
し
た
り
す
る
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
終
わ
り
ま
し
た
。
二
年
後
は
大

き
く
若
返
る
改
選
を
目
指
し
た
い
と
の
、

中
村
会
長
か
ら
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ゆ
ず
り
は
学
園
学
園
長
の
沓
名

和
子
氏
（
高
19
回
）
に
講
演
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
沓
名
先
生
に
は

2
0
2
0
年
に
も
講
演
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
コ
ロ
ナ
禍

で
関
西
成
章
会
総
会
が
中
止
と
な
っ
て

実
現
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
四

年
越
し
で
の
ご
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

ゆ
ず
り
は
学
園
は
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
と
し
て

不
登
校
児
支

援
や
通
信
制

高
校
サ
ポ
ー

ト
・
就
労
支

援
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
沓
名
先

生
の
お
話
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛

情
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
発
達
障
害
児
の
知
覚
過
敏
の

話
な
ど
初
め
て
聞
く
内
容
も
多
く
、
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

偶
然
で
す
が
、
ゆ
ず
り
は
学
園
田

原
本
校
は
私
の
実
家
近
く
に
あ
り
、
帰

省
の
た
び
に
山
の
麓
の
看
板
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
の
よ
う
な
遊
具
を
見
て
お
り
ま

し
た
。
今
回
の
講
演
で
、
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
事
を
知

り
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活

動
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

懇
親
会
は
、
テ
ー
ブ
ル
毎
の
記
念
撮

影
の
後
、
会
食
を
し
な
が
ら
の
歓
談
と

な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
後
半
に
は
恒
例

の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
渥
美
半
島
特
産

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
・
京
都
の
菓
子
・
手
作

り
花
柄
プ
リ
ン
ト
マ
ス
ク
な
ど
、
空
く

じ
な
し
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
タ
イ
ム
と
な
り

ま
し
た
。
当
選
品
を
手
に
し
た
皆
様
の

満
面
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

最
後
に
成
章
高
校
校
歌
・
応
援
歌

の
大
合
唱
や
万
歳
三
唱
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
都
合
に
よ
り
11
月
4
日
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
は
例

年
通
り
11
月
23
日
の
開
催
と
な
る
こ
と

を
お
伝
え
し
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
よ
り
多
く
の
皆
様
と
楽
し
く
時

間
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

坪
井
智
子
（
高
30
回
）

晴
天
に
恵
ま
れ
令
和
七
年
五
月
十

八
日
（
日
）
名
古
屋
成
章
会
が
ル
ブ
ラ

王
山
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
石
黒
同
窓
会
会
長
、
山
下
田

原
市
長
、
青
山
校
長
は
じ
め
各
地
区
会

長
他
、
会
員
七
五
名
の
ご
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

原
幹
事
の
司
会
進
行
に
よ
る
開
会

の
言
葉
に
始
ま
り
、Ⅰ
部
定
時
総
会
は
、

鈴
木
名
古
屋
成
章
会
会
長
の
ご
挨
拶

で
、
同
窓
会
組
織
継
承
の
た
め
地
区
体

制
の
再
編
を
基
に
、
縦
横
の
関
係
強
化

の
必
要
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
石
黒
同
窓
会
会
長
に
よ
る

祝
辞
・
成
章
会
の
現
状
を
踏
ま
え
、
教

育
者
と
と
も
に
卒
業
生
も
成
章
高
校
の

位
置
づ
け
を
知
人
や
地
域
に
発
信
し
、

田
原
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
、
年
度
の
集

ま
り
や
関
係
者
の
交
流
の
機
会
を
増
や

す
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
の
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
議
事
と
し
て
事
業
報
告
、

決
算
報
告
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
紙
面
に

よ
る
司
会
か
ら
の
紹
介
を
も
っ
て
、
副

会
長
・
監
事
選
任
及
び
役
員
・
本
年
度

幹
事
等
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。青

山
校
長
よ
り
、
昨
年
度
の
進
路

や
部
活
動
の
活
躍
な
ど
、
今
も
変
わ
る

こ
と
な
く
実
直
に
努
力
す
る
生
徒
の
様

子
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

名
古
屋
成
章
会
の
取
り
組
み
と
し

て
、
伊
藤
幹
事
長
、
中
島
幹
事
か
ら
昨

年
総
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基

に
定
時
総
会
の
案
内
と
出
欠
確
認
を
、

希
望
者
に
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

の
利
用
の
提
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
と
し
て
も
活
用
で
き
、
懇
親
会
中

に
登
録
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

会
員
の
取
り
組
み
と
し
て
、
高
33

回
井
土
生
恵
さ
ん
よ
り
、
地
元
政
治
家

で
あ
る
近
藤
寿
市
郎
氏
（
通
称
こ
ん
じ

ゅ
）
の
「
三
大
ほ
ら
」（
豊
川
用
水
を

始
め
と
す
る
漁
港
の
開
港
な
ど
三
大
事

業
構
想
）
の
功
績
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
民
劇
「
大
ほ
ら
吹
き
近

藤
寿
市
郎
の
夢
（
仮
）」
を
3
年
後
上

演
を
目
指
す
お
話
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

第
Ⅱ
部
は
昨
年
6
月
ベ
ル
ギ
ー
王

国
よ
り
民
間
人
に
授
与
さ
れ
る
最
高
位

の
レ
オ
ポ
ル
ド
勲
章
オ
フ
ィ
シ
エ
賞
授

与
さ
れ
た
高
29
回
井
本
万
正
さ
ん
（
ソ

ル
ベ
イ
ジ
ャ
パ
ン
顧
問
・
外
務
貿
易
大

臣
経
済
・
外
交
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
よ
り

「
経
営
的
視
点
か
ら
見
た
西
欧
と
日
本

～
日
欧
を
代
表
す
る
老
舗
企
業
に
40
年

間
身
を
お
い
た
経
験
を
通
し
て
」
と
題

し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
今
の
中

国
尖
閣
諸
島
問
題
に
端
を
発
す
る
レ
ア

ア
ー
ス
危
機
を
例
に
、
日
本
と
西
欧
の

意
思
決
定
・
ス
ピ
ー
ド
や
特
性
・
経
営

ス
タ
イ
ル
の
違
い
を
例
に
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
た
理
想
の
企
業
像
・
国

家
論
と
そ
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
「
大
国

に
負
け
な
い
戦
略
性
と
ス

ピ
ー
ド
を
持
ち
、
高
邁
な

理
想
の
も
と
方
位
的
な
価

値
観
で
能
動
的
に
機
能
す

る
集
団
」
と
結
論
づ
け
、

昨
今
ま
さ
に
国
内
外
に
お

け
る
諸
問
題
解
決
に
向
け

日
本
が
会
得
す
る
べ
き
ス

キ
ル
で
は
な
い
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
貴
重
な
ご
講

演
で
し
た
。

場
所
を
移
動
し
て
の

集
合
写
真
撮
影
の
の
ち
、

第
Ⅲ
部
懇
親
会
は
「
田
原

の
う
た
」
に
始
ま
り
、
山

下
田
原
市
長
に
よ
る
ご
あ

い
さ
つ
で
は
、赤
羽
根「
サ

ー
フ
タ
ウ
ン
計
画
」
に
よ

る
サ
ー
フ
ァ
ー
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
移
住
施
設
完

成
、
臨
海
工
業
地
区
の
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
を
利

用
し
た
三
河
湾
工
場
夜
景

ク
ル
ー
ズ
、
蔵
王
山
展
望
台
か
ら
の
三

河
港
大
橋
の
夜
景
。
保
育
料
、
施
設
な

ど
子
育
て
支
援
な
ど
夢
の
あ
る
構
想
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

く
じ
引
き
形
式
の
余
興
で
、
配
布

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
表
紙
絵
の
原
画
プ
レ
ゼ

ン
ト
企
画
な
ど
場
が
和
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
最
年
長
高
7
回
菰
田
恒
夫
さ
ん
、

最
年
少
高
65
回
佐
藤
綾
香
さ
ん
に
よ
る

乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
り
、
懐
か
し
い
映

像
「
田
原
今
昔
」（
高
25
回
藤
城
信
幸

さ
ん
制
作
・
提
供
、
南
屋
巳
枝
子
さ
ん

編
集
）
を
背
景
に
歓
談
の
時
間
を
愉
し

み
ま
し
た
。

今
年
の
新
企
画
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ク

「
頑
張
っ
て
ま
ー
す
」
を
特
設
し
、
高

8
回
小
野
寺
陽
子
さ
ん
が
ご
自
身
50
年

に
わ
た
る
投
稿
活
動
の
集
大
成
と
し
て

纏
め
ら
れ
た
ご
出
版
書
籍
「
今
日
も
明

日
も
上
向
い
て
」
ご
紹
介
、
巳
年
で
ブ

レ
ー
ク
し
た
「
白
美
龍
神
社
」
お
世
話

人
の
15
回
小
久
保
典
要
さ
ん
の
お
話
、

高
51
回
川
合
道
子
さ
ん
よ
り
成
章
高
校

野
球
部
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
の
第
8
回
マ
ス
タ

ー
ズ
甲
子
園
愛
知
大
会
決
勝
の
ご
紹
介

（
後
日
2
0
2
5
・
6
・
1
国
府
高
校

Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
に
勝
利
し
成
章
Ｏ
Ｂ
チ
ー

ム
優
勝
）
な
ど
会
員
さ
ん
の
取
り
組
み

紹
介
を
交
え
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
、
例
年
恒
例
、
高
11
回
中
村
関
西
成

章
会
会
長
に
よ
る
無
伴
奏
応
援
歌
に
続

き
校
歌
で
盛
況
の
う
ち
、
遠
路
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
、
他
地
区
会

員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
し
つ
つ
、
再

会
を
祈
念
し
閉
幕
し
ま
し
た
。

（
文 

入
野
麻
子　

写
真 

鴨
下
加
代
子
）

豊
川
成
章
会

会
長
　
杉
原
茂
行
（
高
17
回
）

豊
橋
成
章
会

会
長
　
河
合
勝
男
（
高
15
回
）

関
西
成
章
会

会
長
　
中
村
光
彦
（
高
11
回
）

名
古
屋
成
章
会

会
長
　
鈴
木
靖
之
（
高
23
回
）

　
令
和
3
年
2
月
に
成
章
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
。
成
章
高
校
、
成
章
会

の
情
報
を
発
信
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

成
章
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

充
実
し
て
き
ま
し
た


